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	おうちの人と読みましょう
	令和８年 ５月１日
	館林市立第七小学校
	保健室
	　新緑がまぶしい季節になってきました。子どもたちは、毎日校庭で元気いっぱいに遊んでいる様子がみられます。春から初夏にかけて、気温差が大きく、体調を崩しやすくなります。また、４月からの緊張が緩み、疲れが出やすい季節です。今一度、規則正しい生活を心がけて、元気に登校できるようにしましょう。
	熱中症予防について
	　日差しが強い日も増えてきました。熱中症予防のために、帽子・水筒・汗ふきタオルを持ってくるようにしましょう。５月に入ってから、だんだんと暑くなっていきます。暑さにからだが慣れていない季節の変わり目が、熱中症になりやすく、危険な時期です。服装にも注意し、通気性の良い素材や薄手の服を選ぶことで、熱を逃しやすくすることができます。保護者のみなさま、お子さまの健康管理にご協力いただき、元気に楽しい学校生活を送れるよう、引き続きサポートをお願いいたします。 ※水筒の中身は、水かお茶をいれてください。6月から運動会の期間中は、スポーツドリンクも可とします。

	水分補給のポイント
	①運動前・運動途中・運動後にこまめに飲むこと。 ②のどが乾く前に飲むこと。 （のどが乾いてからでは、すでに脱水症状が始まっているといわれています）


